
 

〇『くもくん』 

いとう ひろし／さく 

（ポプラ社
しゃ

） 
 

空
そら

の上
うえ

から町
まち

の様子
ようす

を見
み

ているくもくん。乗
の

り物
もの

や動物
どうぶつ

な

ど、みんな決
き

まった 形
かたち

をしています。くもくんは、自分
じぶん

だけの

形
かたち

がないことに悩
なや

んで、ひこうき、ライオンといろいろな 形
かたち

を真似
ま ね

してみますが、風
かぜ

に吹
ふ

かれてすぐに崩
くず

れてしまいます。

そんなとき、子
こ

どもたちがくもくんを見
み

つけ、どんどん変わる

くもくんの 形
かたち

のあてっこをして遊
あそ

びはじめます。（あだち） 

〇『クマダさんのどんぐりコーヒー』 

はやし ますみ／作
さく

 

（アリス館
かん

） 

 

くまのクマダさんは、引
ひ

っ越
こ

しをしてきた町
まち

になかなか馴染
な じ

めず寝
ね

てばかり。ある日
ひ

、ふるさとの森
もり

のどんぐりコーヒーが

なつかしくなったクマダさんは、どんぐりコーヒーを入
い

れてみ

ます。すると、あたりにコーヒーのいいにおいが広
ひろ

がり、次
つぎ

か

ら次
つぎ

へとクマダさんの家
いえ

にお 客
きゃく

さんがやってき始
はじ

めます。

（にしかわ） 

〇 『まちにはいろんなかおがいて』 

佐々木
さ さ き

 マキ／文
ぶん

・写真
しゃしん

 

（福音館
ふくいんかん

書店
しょてん

） 

 

身
み

のまわりにあるマンホールや、建物
たてもの

のかべ、公園
こうえん

の

遊具
ゆうぐ

などをじっとながめていると、なんだか顔
かお

のように見
み

え

てくることがあります。この本
ほん

には、そんな町
まち

にひそむ、い

ろんな顔
かお

がのっています。この本
ほん

を読
よ

んだ後
あと

は、見
み

なれた

町
まち

の景色
けしき

が少
すこ

し変
か

わって見
み

えるようになるかもしれませ

ん。（こじま） 

☆『チイの花
はな

たば』 

森
もり

 絵
え

都
と

／作
さく

 

（岩崎
いわさき

書店
しょてん

） 

 

小 学 生
しょうがくせい

のチイの夢
ゆめ

は花屋
はなや

になることです。でも、花屋
はなや

に

なるには花
はな

たちによる試験
しけん

に合格
ごうかく

しなければなりません。あ

る日
ひ

、チイは春夏秋冬
しゅんかしゅうとう

の花
はな

がいっぺんにさくふしぎな

花 畑
はなばたけ

に迷
まよ

いこみます。そこにいた動物
どうぶつ

たちは、花束
はなたば

が作
つく

れ

ず困
こま

っていました。そこでチイは、動物
どうぶつ

たちのために元気
げんき

が

でる花束
はなたば

やのんびりできる花束
はなたば

など、ちょっとかわった

花束
はなたば

づくりに挑 戦
ちょうせん

します。（おくむら） 

☆『マメクジラくん、海
うみ

へいく』 

山下
やました

 明生
はるお

／文
ぶん

 

（偕成社
かいせいしゃ

） 

 

小
ちい

さなナメクジのマメクジラくんは、親
しん

せきに会
あ

いにいったまま

戻
もど

ってこないおじいさんをさがすため、海
うみ

をめざしてひとりで旅
たび

に

出
で

ました。マメクジラくんが舟
ふね

で川
かわ

を下
くだ

っていると、ヒキガエルにぶ

つかり背中
せなか

に乗
の

っかってしまいます。マメクジラくんはヒキガエルの

舌
した

ですくわれ、のどのおくにほうりこまれてしまいます。（つだ） 

 

◆『岸辺
きしべ

のヤービ』 

梨木
なしき

 香
か

歩
ほ

／作
さく

 

（福音館
ふくいんかん

書店
しょてん

） 

 

ある日
ひ

のこと、寄宿
きしゅく

学校
がっこう

の教師
きょうし

をつとめる“わたし”は

学校
がっこう

近
ちか

くの沼地
ぬまち

で不思議
ふ し ぎ

な生
い

きものに出会
で あ

いました。小
ちい

さ

なカヤネズミほどの大
おお

きさをした“彼
かれ

”は全身
ぜんしん

ハリネズミ

のような毛
け

でおおわれていて、わたしと目
め

が合
あ

うと、 驚
おどろ

い

たような 表 情
ひょうじょう

をしてみせたのです。それがわたしと“彼
かれ

”

ことクーイ族
ぞく

の少 年
しょうねん

、ヤービとの出会
で あ

いでした。（みつい） 

◆『 竜
りゅう

が呼
よ

んだ 娘
むすめ

』 

柏葉
かしわば

 幸子
さちこ

／作
さく

 

（講談社
こうだんしゃ

） 

 

10歳
さい

のミアは、 竜
りゅう

に連
つ

れられ辺 境
へんきょう

の村
むら

から魔女
まじょ

の住
す

む王 宮
おうきゅう

にやってきます。ミアはそこで幽霊
ゆうれい

屋敷
やしき

の召使
めしつか

い

として 働
はたら

くことになりますが、主人
しゅじん

の 姿
すがた

は見当
み あ

たらず、

無人
むじん

の部屋
へ や

には毎晩
まいばん

泣
な

き声
ごえ

が響
ひび

いていました。ところがあ

る日
ひ

、ミアは幽霊
ゆうれい

の正 体
しょうたい

が魔女
まじょ

に呪
のろ

いをかけられた騎士
き し

だと知
し

ります。魔女
まじょ

の呪
のろ

いをとく方法
ほうほう

を探
さが

すため、ミアは

竜
りゅう

にのって各地
かくち

をめぐる旅
たび

にでるのでした。（おくむら） 

 ☆『さかさ町
まち

』 

Ｆ．エマーソン・アンドリュース／作
さく

 

（岩波
いわなみ

書店
しょてん

） 

 

リッキーとアンの二人
ふたり

のきょうだいは、おじいちゃんの家
いえ

に

向
む

かう途中
とちゅう

、乗
の

っていた汽車
きしゃ

が止
と

まってしまい、知
し

らない町
まち

で

一泊
いっぱく

することになります。その町
まち

の名前
なまえ

は、「さかさ町
まち

」。こ

こでは、あらゆるものが真
ま

っ逆
さか

さになっていました。家
いえ

の屋根
や ね

は下
した

にあり、野球
やきゅう

は得点
とくてん

が少
すく

ないチームの勝
か

ちで、物
もの

を買
か

う

時
とき

にはお金
かね

がもらえます。他
ほか

にはどんなものが「さかさ」なの

でしょうか。（いわい） 

この館報
かんぽう

は、はやしますみさんからデザインを 

お借
か

りして作成
さ く せい

しました。 ありがとうございました！ 


